
〔ⅩⅤⅠ〕鉱 山 用 機 械

MINING MACHINERY

昨年度本格的生産に入り現在好調裡に稼動中の80HP

シングルジブコールカッタに引続き今年度は80HP ダ

ブルジブコールカッタを完成し,すでに北海道炭鉱汽船

へ納入,その実用試験の結果は誠に好成績であった｡

採炭能率向上のためコールドリルもコ←ルカッタと同

様従来のものよりさらに強力な幾多特長を有する1HP

のものを製作した｡

一方坑内機械作業の中で最も問題になる坑道運搬に最

適な運搬機としてECC型カ←プドコンベヤを挙げなけ

ればならないが今年度はこれを完成した｡炭砿,鉱山に

かぎらずその特長を利用されセメント工場,製鉄所その

他などに広く用いられると思う｡

また遠方操作可能の 20HP複胴スクレーパホイスト

新型ポール入車輪,重量の割に強度を増し局部的な磨耗

を防止できる新型コンベヤチエンをこれまた完成し各鉱

山の合理化に少からず寄与している｡

コ ー ル カ ッ タ

80HPダブルジブコールカッタ

採炭能率向上のため大馬力コールカッタを採用するこ

とが要望されるに当り,すでに昭和29年初頭80Hヤシ

ングルジブコールカッタを完成し,古河鉱業大峯鉱業所

で透談笑用試験を実施した 果予期以上の好成績を収め

ることができた｡また三菱鉱業美唄鉱業所において好成

績にて稼動中である｡

引続き同型式の80HP ダブルジブコールカッタを完

成し,北海道炭砿汽船,夕張砿業所に納入し稼動中であ

る｡

本磯について同鉱業所の御協力の下に実用試験を実施

することができたが,これまた大馬力コールカッタとし

て優秀な成果を収めた｡以下本棟の仕様とあわせて試験

の概略を述べると

芸 霊::::::去ふ這ざ妄;二こ;;警二芳‡警
ジプ長さ‥‥‥.‥.‥‥‥1,400mm(上下共)

ピック配列…………11列 Ⅴ型(サドル型)

上下ジプ中心距離………………‥780mm

チエソ連庶‥‖…………‖……186m/min

切戟送り速度(50′ヽにて)
0･42,0.糾,1.26,1.68,2.10m/min

遥搬送り速度(50′､にて)……….9.6m/min

フィードロープ…‥‥‖‥.16mm¢×25m2本
電 動 機…･TOXX-KKl訓 3¢IM 80HP

2時間定格1,450rpm

電 源……………‥.….500V 50′､

操作方式‥‥..…‥‥‥‥‥…遠方操作方式

第1図 80HPダブルジブコールカッタ

Fig.1.80HP DoubleJib CoalCutter

襲用結果の概略

英田時期

実用場所

切羽状況

切 羽

炭

昭和30年7月

北海道炭鉱汽船,夕張拡菓所

1坑最上区 左5片10尺ロ:ノグ払い

長 90～110m 傾斜00～60

丈 2.5-2.8m

切羽コンベヤ 日立H型ダブルチエンコンベヤ

カッタはコンベヤトラフ上にカッタ台を介して二瞑

付,カッタ台は傾斜なし｡

以上の諸条件の下に実用試験をした結果ダブルジブコ

ールカ 好てめわきまグッ

収めることができた｡

コ

に実用上余裕ある運転成績を

ル ド リ ル

GTChXX型1ⅡPコールドリル

採炭機器の一種として,3/4HPのGTCXX型コール

ドリルを製作しているが,採炭の能率化を希望する声に

応じ,今回さらに強力な1HPのGTCbXX型コ←ル

ドリルを製作した｡本棟は防爆検定試験を受け,九検第

1711号に合格したものである｡

特 長

(1)小型軽量で,総重量は1HPにもかゝあらず,20
kg以下であるため扱いやすい｡

(2)各安部には適当な荷強を,また各安部品には熱処

理を施してあり堅牢である｡

(3)耐圧防爆構造に作られており,ガスの多い坑内で

も安全に使用できる｡(九検第1711写せ絡)

(4)電動轢は強力な籠形三相誘導電動棟で,坑内での

苛酷な作業にも十分蘭率よく使用できる｡

(5)冷却フアンを設けてあるので,機体の温度上昇が

少なく連続使用が可能である｡

仕 様

源‥
…….三相交流

60′､用

電 動 機…………全閉外扇籠形誘導電動機
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第2図

Fig.2.

GTChXX型1HP コpルドリル

Type GTChXXIHP CoalDrill

圧…………….50Vまたは200V

流‥‥.………..14Aまたは3･3A

回 転 数…………….480rpm(棲準型)

希望に応じ420rpm,660rpmも製作

出 力………….∴…‥750W(1HP)

重 量……….19kg(コード重量含まず)

附 属 品………………両ロスノくナ1箇

カ ー ブド コ ンペ ヤ

ECC型カープトコンベヤ

坑内機械作業の中で最も問題となる坑道運搬の最適な

運搬機械として,今回ECC型カープドコンベヤを製作

した｡本機は炭砿,鉱山,セメント工場,製鉄所などに

おいてベルトコンベヤを用いているが,因っている,ある

いは使用したいが難点があるという箇所に,その屈曲性,

耐衝撃性,長寿命,耐熱性などの特長を利用し,おきか

えることができる｡

第3因

Fig.3.

ECC型カープドコンベヤ全体図

Type ECC Curved Conveyor

構造および機能

(1)パン部分

本部は運搬物を載せるバンと駆動するチエンおよびロ

ーラからなっており,パンはプレス加工により軽量,堅
牢で屈曲性を有し,チエンに簡単確実に取付られている｡

ローラはボールベアリング入りで強力,耐磨耗性の大き

いダクタイル鋳鉄製で,炭塵および水の浸入の防止と渦

洩れを完全に防止している｡なおローラはカープの半径

が20mR以上のときはパン6枚毎に,10-19mRのと

きはパン4箇毎に設ける｡

チエンは20¢×112mmピッチのリンクチエンで24t

セット,37t以上破断の強度を有している｡

(2) レール部分

直線レールとカーブドレールとよりなり,直線レール

は.1本2.5m,カープドレールは1本1.2m単位でレー

ルサポートに組立られ,その中間に中間サポートを有し,

上下,左右,各レールの間隔を適確に保持し,カ←プ部

等の推力に対しても十分なる剛性を有している｡またカ

ープレール部分および凹部に対してはレー′レカバ←を設
けパンの浮上りを防止している｡

(3)駆動部分

電動機,流体技手,減速機は当所54Wダブルチエン

コンベヤと完全互換性を有しており,ドライブスプロケ
トは8額歯の特殊鋼スプロケトツースを有し,フレーム

は銅板熔接構造で軽量強力であり,下面は橡型として設

置ならびにチエンに張力を掛けるに便利なようにしてあ

る｡

(4)リタン部

駆動部同様8板歯のスプロケトを有し,パンのタレ下

りを防止し円滑な運転をするために,ネジ式テークアッ

プを有している｡フレームは駆動部同様下面砲状にして,

設置並にチエンに張力を掛けるに促利なようにしてあ

る｡なお駆動部ともにノルマルレールとの間にランプレ

ールを有している｡

仕様および性能

パン福500mTn,600mm,700mmの3種類あるが,

その中の一例幅 600mm の槙準仕様はつぎの通りであ

る｡

型 式…………………… ECC-600

コバヤ速度…･‥(喜喜芸プ≡三三コンベヤ幅...‥.

(50′､
(60〔し

ききととの
の

‥‥..600mm

電 動 機………‥‖.40HP TFOXX-KK

運搬容量…………儲探駄
さごきととの

の

電 源……‥ 400/50V/～,440/60V/～

スク レーパホイスト

20ⅡP遠方操作複胴スクレーパホイスト

従来 作されていた10HP,20HP,30HPおよび50

HPの各スクレーパホイストはその使用箇所あるいは使

用方法の相違により下記のような組合せの方式が採用さ

れている｡

クラッチ‥‥‥.‥.手動 手動 足踏 手動

ブレーキ……….足摺 手動 手動 重錘式

今回製作された押上機による20HP遠方操作複胴ス
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第4図 20HP遠方操作櫻胴スクレーハホイスト

Fig.4.20HP RemoteControIDoubleDrum

Scr良per Hoist

クレーパホイストけ上記を一段と機械化するために設計

製作したものであり,第4図に示す通りクラッチほH-S

型75kgxlOO押上機を用いており,運転者が適宜の位

置で操作開閉器により押上機を作動させると,クラッチ

レバー牢押上t･ヂ,との問だけクラッチが作動し,ドラム

は_ロ･-プの巻取を行う｡ブレーキは重鐙式を採用しこの

重錘により返しロープが弛み過ぎぬ程度に常にドラムを

拘束している｡

第5図は操作説明用結線図を示すもので,その作用は

下記のようである｡

(1)起動釦(f誓5α)を押すと,主電動機起動す｡た

だし操作開_閉幕が停止位置に･なければ,誕郵釦(f誓S¢)

を押しても主電動機は起動しない｡

(2)操作開閉器を｢正｣に入れると3Z4閉路して,

押上機｢51_｣上昇しクラッチ｢入｣となりスクレーハ前

進す｡

(3).操作開閉器を｢停｣に入れると,押上機｢Sl｣

落下しタラッチ1､切｣となりスクレーノ､停止す｡

(4)操作開閉器を逝に入れると5Z6閉路して,押上

電源
電
動
機
起
動
停
止
釦

第5固 持 線 図

Fig･5･Connection Diagram

操
作
開
閉
羞

第38巻 第1号

機｢S2｣上昇Lクラッチ｢入｣となりスクレーパ後退す｡

(5)停電,再送電により主電動機が不意に起動する

ことはないっ

既納品二村して遠方損作力式を採用するには,クラッ

チブレーキ部分の間中な改造により行うことができる｡

型

プ レ

ロ
ー･･･フ フ

1コ
ー

仕 様

式･…i‥…‥;…….bD5-B2BS

キ‥
……‥.重錘式

ル…･t‥･‥…………1,050kg

フ…………….14¢×120mエ

ロープス亡∴-ドh………………‥72m/m
√うラ
Ftl

ク

′千÷
｢モ⊥

郵 搬･-∴‥･20HP TOYX-KK60,6Ⅰ}

チ‥‥.

…‥押上機式
源‖…………‖..220V 60(∪

ホーベル試験

炭坑切羽における採炭法は,日立 作所で製作してい

るダブルチエンコンベヤと併用のコールカッタ採炭ある

いはピック採炭たよるいわゆる長壁式採炭法が実施され

ている｡と.土ろが上記の方法ではコンベヤヘの積込に多

大の労力を要するので,これを機械的に切削積込を行う

一つの方法としてホーベルによる採炭法がある｡

本願はドイツにおいて考案され好成績_を上げていると

いわれているレッペホーベル(LobbeH6bel)の切削部

分を製作し,日窒鉱 江辺鉱業所においてホーベルのも

つ切削性,積込性および所要動力を試験した｡その結果

切削性,積込性とも良好でその牽引力ほ平均5-6t,最

大14～15tである｡また~~F盤の硬い胡麻と称する硬の下

から堀り起すように切削した場合平均7～8t,最大18～

19tであって,牽引力/切込量≒0.5t/cmであった｡

以上より,電動機の予定出力40kW としたとき,切

込量10cm で十分使用可能であるという見通しがえら

れ,我国の炭砿の相当数を占めるであろう供試程度の炭

層においてはホトベル採炭が可能である主いうことを実

証できた｡

第6図 切羽におけるホーベルの切削状況

Fig.6.Cutting of H6bbelat~coalFace
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第7囲 新型車輪(左)と従来の槙準型車輪

Fig.7.New Type(Left)and Standard

TypeCar WheelswithBallBearings

新･型ボール入車輪

作立製作所ではさきにテドパーロ･-ラー人草輪を紹介

して広く好評を一博したが,今回さらに需要家の要望に応

えて新型ボrル入車輪を完成Lた｡

本草輸は従来の車輪各~i■柑-の純一附こ至るヰで検 して

改良製作されたものであり,.実際値周に当っては十分そ

の優秀性が期待できる｡

特 長

(1)車輪各部は合理的な内原形状を有し,またトレッ

ド両,ノ､ウジング内面に高周波表帝焼入を施したの

で強力でしかも長期の使用に耐える車輪となった0

(2)内外べ7リングの配置をさらに合理化して寿命の

均一化を計った｡

(3)防塵効果を向上するためにオイルシールを佐田

し,かつエンドカバTに注油栓を附したので,従来

型に比し,分解整備の回数が少なくてすみ,しかも

回転が円滑である｡

(4)カバーボルトは袋ナットおよび車輪の通し孔によ

って保護されているので,永年使用してもボルトの

鋳付がなく,分解組立が容易にでき,しかも廻り止

めが完全である｡

(5)従来のセットスクリコ｣･一式をリングナット式に改

め強度を増した｡

新型コンベヤチエン

炭砿その他に使用されるマレプル製コンベヤチエン沃

地のチエンに化し多くの特長せ~灯するので,古くから貰

用されでいる｡今回さらに従 のチエンの紬酢二至るま

で再検討を行い需要家の要望に応え,マレプルチエンの

特長をいっそう丑かすように第8図のよ∴)ニ新型コンベ

ヤチエンを完成した｡

械

第8図

Fig.8.

新型 コ ン ペ17 チ 干 ン

New Type Conveyor Chains

1
漸∴型

第9図.

Fig.9.

従来型

ブロ ック ピン孔部の比率≡
∵

Comparisonof Block-pinHole･

新 型

第10図

Fig.10.
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l

L

/従来型

リ ンク ビン孔部の形状

Comparisonof Rink-pinHole

新型コンベヤチエンの改良のおもな目的は重量の剖た

強度を増し.局部的な磨耗を防止することセあって,歪も

な改良点はつぎのようになっている｡

(1)ブロッグ

バレル部の断固形状を従来型の円形を楕円形にL,両

端に肉増部をつけて内力を均等化した｡またピン孔端而

に生ずむ応力集中を避けるため第?囲のようにピン孔端

両たRを附Lた｡

よ

(2)リンク

リンク各部の肉厚敏彦を合理的にするために簾柑由の
ぅに内力分布にカ~邑じて形状を変更L,ブロックと同様

ピン孔端前にRを附した｡.

(3) ピ ン

ピンは従来SS50規格材を使mしていたが,さらに強

力な-も■♂う1とするために,S50C材を使用し適当な熱処理

を行った｡

この改良型チエンは往来のチエン土の連結叫熊づあつ

て,成度ならびにl軋磨耗怖が向上しているから,従

ものに比し,･長期の使用に耐えるものである｡
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